
子ども世代にツケを
まわさない、新しい
政治に変える

維新の改革をおこなった大阪府と、改革
をしなかった京都府では、将来負担比率
（子ども世代が負担するお金）に大きな
差がついています。

身を切る改革、まずは
政治家から襟を正す

本気の改革で財源を
生み出し、住民サー
ビスを向上させる

プロフィール

昭和58年12月、京都市北
区上賀茂生まれ。38歳

東山高等学校卒（バレーボ
ール部）、龍谷大学入学

自動車関連企業に勤務

●公益社団法人京都青年会
議所 

●京都トゥービーワイズメン
ズクラブ 

●上賀茂神社青年会

ゴルフ・水泳・美味しい飲
食店を探すこと

畑 よしまさ本
は た 　 も と
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趣 味

『私たちの世代の負担』を次の世代に押し付けない！

財源がなければなにもできない！

●高すぎる議員報酬3割削減。
●多すぎる議員定数の削減。
●議員70歳定年を党内規則に。

●子育て支援・高齢者支援の充実。
●私立高校 授業料無償化対象の世帯
年収上限を800万円まで引き上げる。
●お年寄りから子どもまで安心して暮ら
せる医療・福祉などの社会保障を充実。

2015年4月の京都府議選

では、私の力不足で涙を

呑みました。あれから7年。

未だに続く政治と金の

問題、財政破綻危機、

住民サービスのカット。

「このままではいけない！」

私は再挑戦を決意しま

した。私たち京都府民の

ための政治を実現する。

そのために、どうか皆さまの

力をお貸しください！
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日本維新の会
公認


